
 教員名 名和賢美 所属学科 経済学科 

【ゼミでは何を学ぶのか】 

【主目的】 

真に教養ある人材の育成。古代ギリシアでは、立派な表現力と立派な判断力を有する

者を教養豊かな人物とみなしていました。この伝統を受け継ぎ、表現力と判断力を飛躍

的に高めることを目指します。 

【達成目標】 

（１）人の話を聴きながら論理の隙間やズレを見抜き、鋭い質問ができるようになる。 

（２）人前で堂々と、かつユーモア豊かに、プレゼンテーションができるようになる。 

（３）自分自身の半生を振り返って、自分にふさわしい職業選択ができるようになる。 

【どのように学ぶのか】 

２年１０月 自己紹介と質疑応答（１か月以上も費やすゼミは他にないはず） 

２年後期～ 
３年後期 

・個人課題の報告と討論（自己紹介をもとに各人に即した課題を出します） 

（１）職業選択に関わる課題、（２）学問的関心に関わる課題 

・作文「基本の型」活用術の修得（エントリーシート作成・面接対策） 
・企業・官庁に関するグループ研究 

・古典の輪読 

（１）古代ギリシア・ローマにおけるプレゼン理論 

（２）ゼミ生イチオシ漫画（何度も繰返し読んだマンガ、それも古典） 

４年前期～ 就活の場で達成目標３点の実戦練習、その進捗状況の報告 

内定後 卒業論文の中間発表と討論 

４年学年末 卒業論文完成版提出、卒論発表会 

【過去の卒業論文テーマ】（毎年自分で決めてもらっています） 

自治体の企業誘致、政治教育の必要性、日本型ワーキングシェアの構築、居心地の

良い図書館の創出、パチンコ店の今後のあり方、生活保護における自立支援、私立

大学乱立に対する警鐘、クラブ事情の改善策、プロ野球人気低迷と統一球、手書き

と暮らそう、わたしは母になりたい、試しに海外行ってみる？、など。 

【学んだことはどのように生かせるのか】 

質問力とプレゼン力こそ、本ゼミで身につける二本の柱。プレゼン力は場数を踏むだ

けでは不十分。では何が必要なのか、古典輪読により学びます。しかも古典輪読を繰り

返せば、質問力が大いに高まります。骨太な二本の柱を併せ持つ真の教養人として社会

で活躍するような人材の輩出を目指します。 

【おすすめの入門書・基本テキスト】 

特になし 

【まだ見ぬ君へのメッセージ】 

大学生時代の職業選択は、高校生時代の大学選びよりも、はるかに重要です。本ゼミ

では、自分に合った職業は何か、ということを真剣に悩みたい学生を求めています。 

そして無事に就職先が決まったら、小学校からずっと続いてきた学校教育の集大成と

して、「いかにも自分らしい」という研究テーマで卒業論文をまとめ上げます。この卒論

執筆では、いわゆる「お勉強」ではとうてい味わうことのできない、発想・ひらめきの

喜びを必ずや感じることができることでしょう。 

 


